
・地域生活支援拠点等及び地域包括ケアシステムの構築

・地域生活支援拠点等の設置に向けた協議
・精神障がい者にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた関係機関に
　よる協議の場の設置
・事例検討や相談支援専門員等の訪問、面接時における当事者の声から、地域
　課題を整理をする。

・相談支援専門員の人員不足や専門性・支援力の強化
・相談支援体制の充実
　相談支援専門員のスキルアップのための支援及び関係機関との連携強化

・障がいや障がい者に関する理解の促進 ・市民の障がい者(児)に関する理解を深めるための啓発活動の促進

・障がい者の権利擁護の推進
・障がい者差別解消・虐待防止や成年後見制度利用に向けた啓発の推進
・情報提供、関係機関等との協力体制を図る。

・既存のサービスはあるが、移動面で困っている人々が
　少なからずいる

・困っているケースを中心に問題整理と課題抽出

・障がい特性に応じた支援が必要 ・防災に携わる関係機関との連携協力

・当事者の防災施策に対する認知度が低い。 ・防災啓発活動の継続（宇和島市の防災施策の周知拡大…自助啓発）

・障害者雇用(一般就労)に向けた具体的な取り組みと定着
　支援

・雇用の充実とフォローアップ体制の構築
・情報収集や意見交換の場を設けることで、地域課題の抽出や現状把握を行い、
　今後の方向性や具体的な支援方法について共通認識を深める。

・就労支援事業所との連携や困難事例への対応 ・事業所との連携や部会への参加促進
・ケースごとに就労支援事業所の参加を募り、福祉サービスの更なる充実や一般
　就労に向けての道筋、方法について考える。

・障がいのある子の家族、きょうだい支援の強化
・家族の感じている課題を抽出する
・課題についての解決策を検討する

・家族の感じている課題を関係機関より提示しもらい、課題を抽出していく。
　抽出された課題についての解決策を検討していく。

・リレーファイルの活用促進及び活用ガイドの必要性に
　ついての検討

・活用についての支援者・保護者の共通理解
　と、支援者からの積極的な働きかけの強化

・保護者と支援者が作り上げていくという認識を持ち、共通理解を図る。
・リレーファイルの活用ガイドについての必要性についての検討をしていく。

・医療的ケア児等への支援体制の強化 ・関係機関の連携（協議の場の確保） ・関係機関の協議の場とし、実態把握や情報共有、連携体制の構築を行う。

・親亡きあとの生活の場の課題
　（宇和島圏域でのＧＨ、入所施設の少なさ）

・グル－プホ－ムが需要に対して供給が少ない現状、改善策の検討や提言

・他の親族や、兄弟には当事者の世話を任せられないと
　いう思いがある

・緊急時のサービス等の利用の情報提供が可能となるような情報の収集と提供、
　提言

・セーフティネットサービスへの関わりの検討

令和3年度宇和島市地域自立支援協議会活動方針について（案）

課　題 施策の方向性 活動方針等 検討の場

・地域生活支援の充実

・障害福祉サービス等の充実

・自立支援協議会の機能強化
全体会

運営会議及び
相談支援調整会議

・広報・啓発活動の充実

・差別解消・虐待防止の推進

・成年後見制度の利用促進

・移動環境の改善により障がい者の社会参加の
　推進

・防災対策等の推進

生活支援部会

就労支援部会

こども部会

・アンケートにより把握した現状と地域生活
　支援拠点事業へリンクさせるための受け皿
　の拡大

居住福祉部会


